
品目：トラクター

１．トラクター（乗用タイプ）

１．マーケット規模及び推移 ２．商品メーカー別2020暦年販売実績

《国内販売》 《輸出》

2020暦年国内販売 2020暦年輸出販売

台  数 対前年比 台  数 対前年比 台  数 対前年比 台  数 対前年比 企業名 台数 シェア 企業名 台数 シェア  注1)OEM供給実績含む

国 内 販 売 39,180 94.1% 38,080 97.2% 41,890 110.0% 31,310 74.7% クボタ 14,300 45.7% クボタ 246,800 74.4%    2)各社の実績には輸入

輸      出 312,200 105.3% 335,000 107.3% 336,500 100.4% 331,500 98.5% ヤンマー 7,800 24.9%      機の実績も含む。

合      計 井関農機 4,700 15.0%    3)日系メーカー海外

（総販売実績） 351,380 103.9% 373,080 106.2% 378,390 101.4% 362,810 95.9% 三菱
マヒンドラ農機 2,600 8.3% 　　　生産分を含む

注）実績はメーカー出荷ベースによる。以下同様

その他企業 1,910 6.1% その他企業 84,700 25.6%

41,630 合計 31,310 100.0% 合計 331,500 100.0%

296,400

【国内販売】
338,030 ○ 2020暦年に関しては対前年比25.3％減と非常に低調であった。主に、コロナ禍による

販売活動の自粛、特にフェア、展示会中止が多く大打撃となった。一方で補助金支給

の遅れも影響している。

○ 自動運転ないしは無人トラクターは、2020暦年から本格的販売をスタートさせたがコ

ロナ禍により出鼻をくじかれ非常に低調な販売にとどまっている。

一方電動トラクターは、コンセプトモデルの段階となっている。将来的なゼロミッ

ションを見据えて商品開発が加速しており、2024年フランスパリでのディーゼル車乗

り入れ禁止に合わせ商品投入が計画されている。

○ 2019暦年、2020暦年のエンジン出力クラス別実績は、下表の通りである。

【当該商品に関して】 販売台数 構成比 販売台数 構成比

○ トラクターは、農耕用を主体とした乗用タイプの機種であり、各種作業機を牽引ないし 6,620 15.8% 5,730 18.3%

は駆動して、耕耘・砕土、施肥・播種、防除、中耕、除草、収穫、運搬等の農作業を全 16,780 40.1% 12,970 41.4%

般的に行う。 なお、対象外である歩行移動型のトラクターは、管理機、ティラー、耕耘 13,390 32.0% 9,290 29.7%

機などと称され、業界ではトラクター（乗用）と分類する為に歩行トラクターと総称し 5,100 12.2% 3,320 10.6%

ている。 41,890 100.0% 31,310 100.0%

○ トラクターは機種ラインナップの幅が広く、エンジン出力で10psクラスから600psクラス

機種まで商品化されている。日本市場の場合、需要の主体は水田用であり、エンジン出 【輸　　出】

力で100ps以下クラス機種までのニーズが多い。 ○ 2020暦の輸出（日系メーカー海外生産販売台数含む）は対前年比98.5％、331,500台

にとどまった。地域別では北米のみコロナ禍による巣ごもり特需が発生したが、その

他地域は、日本同様にコロナ禍から需要が低迷した。

※最新の調査活動の結果、過去の市場規模やメーカーの実績数値、シェアに誤り
があった場合、情報精度を高めるために修正する場合がございます。ご理解のほ
ど宜しくお願い申し上げます。
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品目：トラクター

３．主要メーカーの海外生産拠点 ５．世界市場規模推移
※最新2020暦年実績は別冊発刊「2021世界市場規模マーケットデータ」（有料）に掲載を予定しています。

クボタ ・Kubota Manufacturing of America Corporation（米国）

・Kubota Industrial Equipment Corporation（米国） 台数 構成比 台数 構成比 台数 構成比

海外市場 2,213,560 98.3% 2,154,300 98.3% 2,101,050 98.0%

日本市場 39,180 1.7% 38,080 1.7% 41,890 2.0%

・SIAM KUBOTA Corporation Co.,Ltd.（タイ） 合計(世界市場) 2,252,740 100.0% 2,192,380 100.0% 2,142,940 100.0%

・Kubota Farm Machinery Europe（フランス）

ヤンマー ・YANMAR AMERICA CORPORATION（米国）

・YANMAR S.P. CO., LTD.（タイ）

・洋馬農機（江蘇）有限公司（中国）

井関農機 ・PT ISEKI INDONESIA（インドネシア）

・東風井関農業機械有限公司（中国）

４．ルート別販売比率（2020暦年国内販売） ６．主要参入企業

30,000 台 95.8%
※農機店、機械工具店、園芸種苗店、利器金物店、産業機器店、清掃機器店、その他専門店

井関農機㈱ 東京都荒川区西日暮里5-3-14 03-5604-7602

31,310台 1,310 台 4.2% エム・エス・ケー農業機械㈱ 北海道恵庭市戸磯193番地8 0123-33-3100

100.0% ㈱クボタ 大阪市浪速区敷津東1-2-47 06-6648-2111

0 台 0.0% 三菱マヒンドラ農機㈱ 島根県松江市東出雲町揖屋667-1 0852-52-2111

ヤンマー㈱ 大阪市北区茶屋町1-32 06-6376-6211

○ JA中心にレンタル販売が行われているが、トラクターは田植機やコンバインとは インタートラクターサービス㈱ 北海道帯広市西23条北1丁目5-1 0155-37-3291

異なり、年間の稼働期間が長い為、総体的にレンタル需要が少ない。 日本ニューホランド㈱ 札幌市中央区北1条西13-4 011-221-2130

㈱諸岡 茨城県龍ヶ崎市庄兵衛新田町358 0297-66-2111

㈱IHIアグリテック　松本本社 長野県松本市石芝1-1-1 0263-25-4511

㈱中沢機械店 北海道北見市小泉222 0157-24-6662

長田通商㈱ 兵庫県神戸市中央区京町77-1 078-331-6421

㈱オビトラ 北海道河西郡芽室町東芽室基線16-4 0155-62-1107

ナカザワアグリマシーン㈱ 北海道紋別市渚滑町7-39-6 0158-24-5678

トラクター
一 般 販 売 店 ル ー ト 企業名 本社所在地 ＴＥＬ

レ ン タ ル ル ー ト

ホ ー ム セ ン タ ー ル ー ト
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・久保田農業機械（蘇州）有限公司（中国）
　　　　Kubota Agricultural Machinery (SUZHOU) Co.,Ltd.
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